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No.24
湘南版

茅ヶ崎中央病院

茅ヶ崎市役所分庁舎6階 
コミュニティホール

参加無料

市民公開講座 12 月 8 日（金）
14：00 ～ 15：30
会場：茅ヶ崎市役所分庁舎 6 階コミュニティホール

講師：湘南東部総合病院
　　　泌尿器科

　　  森山 正敏 医師

急増している前立腺がん ～定期的な検診で早く見つければ怖くない！～

　前立腺がんは進行すると排尿障害や血尿、
骨への転移で痛みが出たりします。働き盛り
40 ～ 50 歳台での発症も少なくはなく、仕事と
治療を両立するため早期発見がとても重要で
す。治療についても詳しくお話しします。　

お問合せ ☎ 0467-89-3633（湘南東部総合病院　地域連携室）

ふれあい医学サロン「医心伝心」
in茅ヶ崎ラスカ6Fホール

第８回12月 11日　　18:00～19:00（月）

主催／お問い合わせ 湘南東部総合病院 ☎0467-89-3633（地域連携室）

　認知症は、早期に発見すれば進行を遅らせ
ることができ、周囲の人の関わり方によって
も症状は変わってきます。また、物忘れやう
つ状態との区別がつきにくく、認知症の原因
もさまざまなので、早めに専門医を受診する
必要があります。認知症についてくわしくお
話ししたいと思います。

予約不要・参加無料

次回予定
1月15日 （月）18:00～19:00
in茅ヶ崎ラスカ6Fホール

「認知症」のこと　知ってますか？

講師：
湘南東部総合病院 
精神科 
野口 佳那 医師

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
と
は
違
い
ま
す 

 

　
脳
血
管
性
認
知
症
　
　
　
　
　
　

　
　
　         

脳
梗
塞
や
脳
出
血
が
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す

　

２
０
２
５
年
に
は
、
日
本
の
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
う
ち
約
２
割
は
脳
血
管
性
認
知
症
で
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血

に
よ
り
脳
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
が
原
因
。
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
と

い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
を
招
き
や
す
い
の
で
、
生
活
習
慣
の

改
善
に
努
め
、
し
び
れ
な
ど
の
異
常
を
感
じ
た
ら
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
全
体
の
約
２
割

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
５

年
１
月
に
行
な
っ
た
発
表

で
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
は

２
０
１
２
年
の
段
階
で
全
国
に

約
４
６
２
万
人
と
推
計
さ
れ
、

２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人

を
超
え
、
高
齢
者
の
５
人
に
１

人
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
、
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
【『
認
知

症
施
策
推
進
総
合
戦
略
～
認
知

症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
～
（
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
）』】。

　
「
脳
血
管
性
認
知
症
」
と
は
、

脳
梗
塞
や
脳
出
血
に
よ
り
脳
が

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
認
知
症
と
同

じ
よ
う
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
脳
血
管
性
認
知
症
は
認

知
症
全
体
の
約
20
％
を
占
め
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
女
性
の

割
合
が
高
い
の
に
対
し
て
、
脳

血
管
性
は
男
性
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
年
単
位
の
期

間
を
経
て
徐
々
に
症
状
が
悪
化

し
て
い
き
ま
す
が
、
脳
血
管
性

認
知
症
は
急
な
症
状
の
悪
化
を

繰
り
返
す
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　

症
状
に
も
違
い
が
見
ら
れ
、

脳
血
管
性
認
知
症
は
知
的
機
能

の
障
害
の
ほ
か
に
、
身
体
機
能

の
低
下
が
早
期
か
ら
現
れ
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
歩

行
障
害
、
手
足
の
し
び
れ
、
呂

律
障
害
、
頻
尿
や
失
禁
、
感
情

面
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

な
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　
脳
梗
塞
や
脳
出
血
の
予
防
を

　

治
療
に
関
し
て
は
、
重
大
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
脳
の
細
胞

は
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
脳
血
管
障
害
の
再
発

予
防
と
、
認
知
症
状
の
対
症
療

脳
神
経
外
科
医
に
聞
く

  「
手
術
で
良
く
な
る
認
知
症
も
あ
り
ま
す
」

　
取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院

　

認
知
症
状
を
ま
ね
い
て
し
ま
う
病
気
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
慢
性

硬
膜
下
血
腫
や
髄
膜
腫
の
場
合
は
、
脳
外
科
手
術
に
よ
っ
て
良
く
な
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
専
門
医
資
格
な
ど
を
持
つ
湘
南
東
部
総
合
病
院

の
脳
神
経
外
科
科
長
、
青
木
伸
夫
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
脳
神
経
外
科
の
守
備
範
囲

　
「
脳
神
経
外
科
で
あ
つ
か
う

う
病
気
に
は
、
脳
梗
塞
、
脳
出

血
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど
の
脳

血
管
障
害
、
脳
挫
傷
な
ど
の
頭

部
外
傷
、
良
性
・
悪
性
・
転
移

性
な
ど
の
脳
腫
瘍
の
ほ
か
に
、

水
頭
症
・
て
ん
か
ん
・
三
叉
神

経
痛
・
顔
面
け
い
れ
ん
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
病
気
は
多
種
多
様

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
代
表
的
な
疾
患

に『
慢
性
硬
膜
下
血
腫
』と『
髄

膜
腫
』が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。『
慢

性
硬
膜
下
血
腫
』
は
脳
神
経
外

科
手
術
の
中
で
一
番
多
く
、『
髄

膜
腫
』
は
良
性
脳
腫
瘍
の
中
で

も
ま
た
脳
腫
瘍
全
体
の
中
で
も

一
番
多
い
も
の
で
す
。
実
は
、

こ
の
２
つ
の
病
気
に
は
あ
る
共

通
点
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
病
気
に

脳
神
経
外
科
手
術
を
行
う
と
、

『
認
知
症
』
の
症
状
が
良
く
な

る
、
と
い
う
点
で
あ
り
ま
す
」

　
こ
ん
な
症
状
は
受
診
を

　
「『
慢
性
硬
膜
下
血
腫
』
は
、

軽
微
な
頭
部
打
撲
の
後
に
１
か

月
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
、
脳
の

表
面
に
血
の
混
じ
っ
た
水
が
溜

ま
る
病
気
で
す
。
高
齢
者
に
多

く
、
認
知
症
状
に
加
え
て
歩
行

が
不
安
定
に
な
っ
た
り
尿
を
漏

ら
す
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
頭
蓋
に
小
さ
な
穴
を
開
け

て
血
の
混
じ
っ
た
水
を
洗
い
流

す
こ
と
で
、
比
較
的
容
易
に
良

く
な
り
ま
す
。

　
『
髄
膜
腫
』
は
脳
を
包
ん
で

い
る
膜
か
ら
発
生
し
て
脳
の
表

面
に
あ
る
腫
瘍
で
す
。
こ
の
腫

瘍
が
脳
の
最
も
前
方
や
最
も
上

方
に
で
き
る
と
、
麻
痺
や
言
語

障
害
は
無
く
い
わ
ゆ
る
認
知
症

状
が
生
じ
ま
す
。
早
め
に
手
術

す
れ
ば
回
復
す
る
非
常
に
経
過

の
良
い
病
気
で
す
。

　

そ
の
他
に
、
脳
の
中
に
水
の

溜
ま
る
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症

や
、
脳
の
中
の
内
分
泌
ホ
ル
モ

ン
の
中
枢
で
あ
る
脳
下
垂
体
に

で
き
る
腫
瘍
の
一
部
も
認
知
症

状
を
生
じ
、
な
お
か
つ
手
術
で

良
く
な
る
病
気
で
す
。

　

最
近
は
高
齢
化
と
と
も
に
認

知
症
の
急
増
が
社
会
問
題
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
一

つ
の
病
気
で

は
な
く
、
認
知

症
状
を
示
す

病
気
の
集
ま

り
で
す
。
手

術
で
の
症
状

改
善
に
関
心

の
あ
る
方
は
、

脳
神
経
外
科

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
」。

茅ヶ崎市西久保500
湘南東部総合病院

☎0467-83-9111（代表）

法
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
や
髄

膜
腫
な
ど
一
部
の
脳
血
管
障
害

の
中
に
は
、
認
知
症
状
の
改
善

が
見
ら
れ
る
治
療
法
も
あ
り
ま

す
の
で
、
念
頭
に
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

予
防
で
大
切
な
の
は
、
脳
血

管
性
認
知
症
の
原
因
と
な
る
脳

梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
病
気

は
、
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖

尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
に

よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
偏
っ
た
食
事
や
運

動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

普
段
か
ら
生
活
習
慣
を

意
識
し
て
改
善
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
普
段
と
違
う
」
と

感
じ
ら
れ
た
ら
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

頭
痛
・
意
識
障
害
・
け
い
れ
ん
・

顔
面
の
痛
み
や
し
び
れ
・
手
足

の
し
び
れ
・
ふ
ら
つ
き
な
ど
の

症
状
に
気
付
か
れ
た
ら
、
早
目

に
脳
神
経
外
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

青木 伸夫　医師
( あおき　のぶお )
湘南東部総合病院

【脳神経外科科長】

200

400

600

800
（万人）

2012年 2025年

462
万人

700
万人
超え

厚生労働省2015年発表による。

7人に1人 5人に１人

60%
20%

20%

10%

アルツハイ
マー型

脳血管型

レビー
小体型

その他

（小阪 憲司ほか）

日本の認知症患者数（推計）

おもな認知症の割合

野口 佳那　医師
( のぐち　かな )
湘南東部総合病院

【認知症疾患医療セン
ター長】

湘
南
東
部
総
合
病
院

 

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
「
当
院
は
、
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
６
月
に
、
神
奈
川
県

よ
り
茅
ヶ
崎
市
、
寒
川
町
、
藤

沢
市
の
『
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
』
を
受
託
し
ま
し
た
。

　

当
院
は
精
神
科
医
師
４
名
、

精
神
保
健
福
祉
士
２
名
、
臨
床

心
理
士
２
名
が
在
籍
し
て
お

り
、
鑑
別
診
断
を
は
じ
め
、
心

理
テ
ス
ト
、
市
内
唯
一
の
３
．

０
テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
機
器
に
よ

る
検
査
、
血
液
や
心
電
図
検
査

な
ど
充
実
し
た
医
療
を
提
供
で

き
ま
す
。
ま
た
、
総
合
病
院
で

も
あ
る
利
点
を
生
か
し
て
、
身

体
の
合
併
症
に
も
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

　

た
だ
鑑
別
診
断
を
す
る
で
は

な
く
、
入
院
及
び
通
院
治
療
や

社
会
資
源
の
手
続
き
な
ど
を
行

政
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
か

か
り
つ
け
医
な
ど
と
協
力
し
あ

い
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。　
『
認

知
症
か
も
？
』

『
物
忘
れ
が
激

し
く
な
っ
た
』

な
ど
少
し
で

も
悩
み
や
不

安
な
こ
と
が

あ
れ
ば
一
度

ご
相
談
の
上
、

ご
受
診
く
だ

さ
い
」。（
取

材
協
力
・
同

セ
ン
タ
ー
）

　
湘
南
東
部
総
合
病
院
は
、
神
奈
川
県
の
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
を
受
託
し
て
い
る
病
院
の
一
つ
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

☎0467-83-9091（医療社会サービス部）

湘南東部総合病院
認知症疾患医療センター

　
「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
」
は
、
認
知
症
に
関
す
る

診
断
、
行
動
・
心
理
症
状
や
身

体
の
合
併
症
へ
の
対
応
、
専
門

医
療
相
談
な
ど
を
行
な
う
医
療

機
関
で
す
。

　

神
奈
川
県
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
基
準
を
満
た
し
た
12
病
院

が
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
（
横
浜

市
内
４
病
院
、
川
崎
市
内
２
病

院
、
相
模
原
市
内
１
病
院
、
そ

の
ほ
か
５
病
院
）。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
介
護
・
福
祉
施
設
、

地
方
自
治
体
と
も
連
携
し
、
地

域
の
中
で
認
知
症
の
方
や
そ
の

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

 

神
奈
川
県
内
で
は
12
病
院
が
認
可

家
族
に
適
切
な
専
門
医
療
を
提

供
す
る
、
地
域
や
医
療
従
事
者

向
け
に
認
知
症
の
知
識
を
普
及

す
る
等
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
年
性
認
知
症

の
支
援
に
も
行
政
と
と
も
に

取
組
ん
で
い

く
た
め
、
各

地
の
認
知
症

疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
の
役

割
は
、
さ
ら

に
拡
大
し
て

い
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま

す
。

ご相談は認知症疾患医療センターへ
物忘れが
増えて心配

家族が
認知症かも ?

認知症で利用できる
サービスを知りたい

正 非 茅ヶ崎駅看護師・介護福祉士・医療事務

医療法人社団

康 心 会 湘南東部総合病院 ☎ 0467-83-9111
〒 253-0083　茅ヶ崎市西久保 500
看護部：露木　事務コメディカル：飯田

　★ 茅ヶ崎駅より無料シャトルバスあり　 
　★ ブランクのあるかたでも大歓迎
　★ 車通勤可能　★ 院内保育所あり　  

① 看護師　　    347,800 円（夜勤含）
② 介護福祉士 時給 1,200 円
　　    ( 夜勤 1 回 )18,500 円 
③ 医療事務　　 198,500 円
                       時給 960 円
　 〈月給例は、経験１０年〉

茅ヶ崎駅前よりシャトルバスあり。
正 茅ヶ崎駅正 非

湘南さくら病院

看護師・准看護師・介護福祉士・看護補助・OT

① 看護師       347,800 円（夜勤含）/ 時給 1,500 円〜・（夜勤 1 回） 24,000 円〜  
② 准看護師    298,600 円（夜勤含）/ 時給 1,200 円〜・（夜勤 1 回） 20,000 円〜  
③ 介護福祉士 247,700 円（夜勤含）/ 時給 1,200 円   ・（夜勤 1 回） 18,500 円
④ 看護補助    225,900 円（夜勤含）/ 時給 1,100 円   ・（夜勤 1 回） 17,000 円
⑤ 作業療法士 302,400 円 / 時給 1,600 円〜　
    〈月給例は、経験１０年〉

★ 落ち着いた職場環境。車通勤可能（駐車場無料）

☎ 0467-54-2255
〒 253-0081 茅ヶ崎市下寺尾１８３３● 問い合わせ：（総務課）神部

残業 0 時間。定時退勤可能です。

医療法人社団

康 心 会 

【参加特典‼】市民公開講座にご参加いただいた
方は無料 PSA 検査（前立腺がんの簡易検査）を
受けられます（50 歳以上の男性で過去 1 年以内
に PSA 検査を受けていない方）。
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湘南ふれあいの園 検索
JR 平塚駅

国道1号線

平塚八幡宮

平塚市役所平塚郵便局

平塚中央公民館

文

文

崇善小学校

江陽中学校

平塚市勤労会館

北口

平塚市追分１－２４

　

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
は
、
無

料
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
れ
で
安
心
！ 

老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」
を
開

催
し
ま
す
。
日
時
は
12
月
16
日

㈯ 

14
時
～
15
時
45
分
、
会
場

は
平
塚
市
勤
労
会
館
（
小
会
議

室
B
）。
定
員
は
20
名
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
種
類
、
費
用
、
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
働
い
て
い

る
職
員
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
で
の
介
護
の
困

難
事
例
を
実
例
で
紹
介
し
、
入

居
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
施
設
を

選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
も

行
な
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
後
に
、
希
望
者

に
は
入
居
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。毎
回
人
気
の
催
し
な
の
で
、

下
記
お
電
話
で
、
お
早
め
に
参

加
を
ご
予
約
下
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
　  

　
　
主
催  

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園

こ
れ
で
安
心
！
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方

　
　
　
　
　
　
　
12
月
16
日
　
平
塚
で
無
料
開
催

〈お申込み・お問合せ〉
湘南ふれあいの園
〒253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎２−２−３

TEL.O467−57−6050

~お正月の後に消化の良い料理を~

今月の注目メニュー
　石川県金沢市の郷土料理「治部煮」に大根おろしを加えることで、大根
の消化酵素ジアスターゼにより胃液の分泌が促され、消化を促進します。
　また、「はと麦ごはん」は食物繊維が精白米の約 2倍、ビタミン B1、鉄、
マグネシウムなどのミネラルも多く含まれています。排出を促進し、む
くみや便秘の解消、新陳代謝を高め滋養強壮効果も期待できます。

「治部煮」と「はと麦ごはん」

材料　（1人分） 作り方

今月のレシピ ＜鶏肉の治部煮風＞

鶏もも肉
生しいたけ
かぼちゃ
にんじん
小松菜
大根
片栗粉
わさび
塩

70g
20g
30g
30g
15g
70g
2g
適量
適量

醤油
酒
砂糖
みりん
出汁

8ml
5ml
2g
6ml
80ml

A

①
②

③

④
⑤

鶏肉を一口大にそぎ切りし、塩を軽くふる。

かぼちゃを好みの形に切り、電子レンジで
3分ほど加熱する。

鍋で Aを煮立て、小松菜以外の野菜を全て入れ
温める程度に火を通す。

大根の皮をむき、おろす。

しいたけは軸を取り、にんじんは一口大に、
小松菜は 4cmくらいに切って下茹する。

（1人分　総カロリー505kcal／塩分  3.8g）

監修・調理／管理栄養士　穴田律子

⑥ 鶏肉に片栗粉を軽くはたきながら⑤の鍋に入れ、
鶏肉に火が通ったら、小松菜を加えて一煮立ち
させる。

⑦ 最後に④の大根おろしを加えて器に盛り、好み
でわさびを添える。

お腹に優しく、疲労回復におすすめのメニュー

「
看
護
師
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
と
安
心
」
と
利
用
者

住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
在
宅
生
活
を

　
　
　
　
　
　
　
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院　
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護　

　

高
齢
者
の
医
療
や
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
提
供

し
て
い
る
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

は
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
、

ケ
ア
マ
ネ
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
。

訪
問
看
護
師
の
池
田
道
子
さ
ん

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
訪
問
看
護
と
介
護
の
連
携

　

当
院
は
、
茅
ヶ
崎
市
の
丘
陵

に
あ
る
緑
豊
か
な
自
然
の
中
に

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
医
療
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心

に
「
安
全
・
安
心
で
思
い
や
り

の
あ
る
医
療
」
の
提
供
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
当
院
に
は
訪
問

看
護
室
が
あ
り
、
介
護
保
険
の

事
業
所
【
訪
問
介
護
と
居
宅
支

援
事
業
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）】
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
病
院
に
訪
問
看
護
と

訪
問
介
護
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
在
宅
生
活
支
援

３
事
業
が
揃
い
連
携

し
て
い
る
こ
と
は
、

高
齢
者
が
在
宅
生
活

を
送
る
に
あ
た
っ
て

利
便
性
が
よ
く
、
ほ

か
の
事
業
所
や
行
政

と
の
情
報
伝
達
も
有

効
に
行
な
え
て
い

る
、
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

　
看
護
師
が
自
宅
を
訪
問

　

訪
問
看
護
は
、
２
０
１
３
年

６
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
外

来
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方
や
、

入
院
を
終
え
て
自
宅
へ
と
退
院

さ
れ
た
患
者
さ
ま
、
地
域
に
あ

る
高
齢
者
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
か
ら
の
相
談
・
紹
介

を
受
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

11
月
末
の
時
点
で
、
40
名
の
方

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
健
康

状
態
の
管
理
や
お
薬
に
関
す
る

指
導
、
医
療
処
置
や
入
浴
・
リ

ハ
ビ
リ
、
福
祉
用
具
の
相
談
・

指
導
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

で
す
。
訪
問
す
る
看
護
師
が
、

専
門
家
の
視
点
で
そ
の
時
の
利

用
者
の
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
ま
す
。

　

体
調
を
見
て
、
医
師
へ
の
報

告
や
受
診
・
入
院
の
手
配
な
ど

も
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
な
え
る
こ

と
が
多
く
、
ご
家
族
か
ら
「
看

護
師
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
と
と

て
も
安
心
で
き
る
わ
」
と
、
温

か
い
お
言
葉
も
い
た
だ
け
て
い

ま
す
。（
※
利
用
の
感
想
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
）

　
医
療
と
連
携
し
た
介
護

　

訪
問
介
護
は
、
２
０
１
５
年

６
月
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始

め
、
現
在
は
31
名
の
方
が
利
用

し
て
い
ま
す
（
11
月
末
時
点
）。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
ご
自
宅

で
の
食
事
介
助
・
服
薬
介
助
・

口
腔
ケ
ア
・
排
泄
介
助
・
入
浴

介
助
・
買
い
物
同
行
な
ど
の
身

体
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
、
掃
除
・

洗
濯
・
調
理
・
買
い
物
と
い
っ

た
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
外
の
有
料

サ
ー
ビ
ス
（
自
己
負
担
）
と
は

な
り
ま
す
が
、
通
院
時
の
同
行

サ
ポ
ー
ト
、
銀
行
・
床
屋
な
ど

へ
の
付
き
添
い
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

当
院
の
訪
問
ス
タ
ッ
フ
一
同

は
「
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
さ

ま
が
、
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で

安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
お
手
伝
い
し
て
い
き
た

い
」
と
、
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ら

と
共
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
地
域
の
み
な
さ
ま
の

在
宅
生
活
を
、
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
、
と
思
い
ま
す
。

■
取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新

北
陵
病
院
☎
０
４
６
７
―

５
３
―
４
１
１
１
㈹

訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
の
ス
タ
ッ
フ

看
護
師
が
声
が
け
し
な
が
ら
、
立
ち
上
が
り
を
支
援

　

○
…
脳
血
管
障
害
や
大
け
が

な
ど
で
一
命
を
と
り
と
め
、
入

院
し
た
方
が
急
性
期
を
脱
し
た

後
に
、
在
宅
で
の
生
活
や
社
会

へ
の
復
帰
を
目
指
す
の
が
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

で
す
。茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
で
、

こ
の
病
棟
の
専
従
医
師
と
し
て

働
い
て
い
る
神
田
医
師
。「
当

院
の
患
者
さ
ま
は
後
期
高
齢
者

の
割
合
が
高
く
、
脳
血
管
障
害

や
運
動
器
の
骨
折
術
後
リ
ハ
ビ

リ
の
方
以
外
に
『
廃
用
症
候

群
』
の
リ
ハ
ビ
リ
の
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
治
療
の

た
め
に
入
院
し
、
ベ
ッ
ト
の
上

で
安
静
に
し
て
い
る
と
使
わ
な

い
筋
肉
が
衰
え
て
、
歩
く
こ
と

や
ト
イ
レ
な
ど
、
身
の
回
り
の

こ
と
が
一
人
で
で
き
な
く
な
る

の
が
廃
用
症
候
群
で
す
」

　

○
…
「
後
期
高
齢
者
は
、
１

か
月
も
ベ
ッ
ト
上
で
安
静
に
し

て
い
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
自
立

し
て
い
た
方
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
、
病
気
は
治
癒

し
て
も
自
宅
へ
戻
れ
な
く
な
り

ま
す
。
中
に
は
、
飲
食
に
支
障

が
生
じ
る
嚥
下
障
害
や
、
認
知

機
能
の
低
下
を
き
た
す
方
も
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
わ

ゆ
る
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
で
も
３
か
月
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
を
行
な
う
と
、
多
く
の
方

が
病
気
で
入
院
す
る
前
の
自
立

度
に
回
復
し
て
退
院
で
き
ま

す
」
と
穏
や
か
に
話
し
ま
す
。

　

○
…
「
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
と
看
護
の
ス
タ
ッ
フ
が

力
を
合
わ
せ
て
、
ま
ず
、
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
ト
イ
レ
に
行

け
る
よ
う
に
、
徐
々
に
訓
練
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し

て
段
々
と
、
ご
自
宅
で
の
暮
ら

し
、
社
会
生
活
に
復
帰
で
き
る

よ
う
支
援
を
し
ま
す
」

　

○
…
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
他
職
種
と
の
連
携
。「
リ

ハ
ビ
リ
は
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
や
看
護
の
領
域
が
大
き
く
、

か
つ
専
門
で
す
。
ご
自
宅
へ
戻

る
に
は
訪
問
看
護
や
通
所
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
も
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
携
も

重
要
で
す
」と
し
み
じ
み
。「
当

院
で
25
年
余
り
高
齢
者
医
療
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

10
年
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
、
そ
の
ま
ま
で

は
在
宅
生
活
が
出
来
な
く
な
る

高
齢
者
の
方
々
の
機
能
回
復
に

携
わ
る
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

高
齢
者
の
幸
せ
の
た
め
に
、
自
立
度
の
回
復
を
支
援

こ
の「
人
」に
聞
く神田 啓子（かんだ　けいこ）

茅ケ崎新北陵病院
【回復期リハビリテーション病棟 
 専従医師】

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
好
評
で
す
」　　

 

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
は
イ
ベ
ン
ト
も

　
　
　
　

 

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園　

ナ
ー

シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
」（
茅
ヶ

崎
市
元
町
10
―
３
／
Ｊ
Ｒ
茅
ヶ

崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
７
分
）
で

は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
好
評
だ

そ
う
で
す
。
堤
施
設
長
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
お
年
寄
り

に
短
期
間
、
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
元
町
に
宿
泊
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
特
に
お
正
月
を
控
え

る
こ
の
時
期
は
ご
家
族
が
旅
行

に
出
か
け
る
際
に
『
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
一
人
で
残
し
て
い
け

な
い
』
な
ど
と
不
安
に
思
わ
れ

る
場
合
に
、
利
用
さ
れ
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

　

こ
ち
ら
の
ホ
ー
ム
で
は
例

年
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
看
護
学

校
生
が
訪
問
し
て
聖
歌
を
披
露

し
、
入
居
者
の
家
族
も
参
加
す

る
新
年
会
な
ど
、
季
節
ご
と
の

催
事
も
毎
月
盛
ん
で
す
。

　
「
ま
た
、
専
用
車
で
３
分
の

と
こ
ろ
に
は
グ
ル
ー
プ
の
茅
ケ

崎
中
央
病
院
が
あ
る
た
め
、
体

調
が
悪
く
な
っ
た
場
合
も
安
心

で
す
」
と
堤
施
設
長
。
病
院
か

ら
は
理
学
療
法
士
も
派
遣
さ

れ
、リ
ハ
ビ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
も
。

　

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
は

居
室
32
室
と
い
う
小
規
模
の
利

点
を
を
活
か
し
て
、
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
行
き
届
く
サ
ー
ビ
ス

が
評
判
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
も
と
信
頼
で
き
る
ベ
テ

ラ
ン
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
か
ら

は
「
ま
る
で
自
宅
で
過
ご
し
て

い
る
よ
う
だ
」
と
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
期
の
利
用
に
つ
い
て
も
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
個

別
の
質
問
や
詳
し
い
内
容
は

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町
☎

０
４
６
７
―
８
８
―
２
５
０
０

へ
お
問
合
せ
を
。

同
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
す

看護師・准看護師・介護福祉士・介護士・薬剤師・ＭＳＷ・調理師

☎ 0467-88-1264

 茅ヶ崎駅

  ● 平成 30 年 4 月茅ヶ崎市南湖 1 丁目に新規オープンする介護老人保健施設です。
  ● 茅ヶ崎駅徒歩 18 分。 ● 国道 1 号線沿い。

〒 253-0083 茅ヶ崎市西久保 500（準備室  湘南東部総合病院内）

2018 年 4 月開設！オープニングスタッフ大募集！

正 非

① 看護師 　   347,800 円 （夜勤含） / 時給 1,500 円〜・（夜勤 1 回） 24,000 円〜  
② 准看護師　 298,600 円（夜勤含） / 時給 1,200 円〜・（夜勤 1 回） 20,000 円〜
③ 介護福祉士 （老健）268,700 円 （夜勤含） / 時給 1,300 円・（夜勤 1 回） 20,000 円
④ 介護士 　　（老健）238,650 円 （夜勤含）/ 時給 1,200 円・（夜勤 1 回） 18,500 円
⑤ 薬剤師　 時給 2,000 円 〜 　
⑥ MSW（支援相談員） 249,500 円 
⑦ 調理師　     時給 960 円　 

〈月給例は、経験１０年〉

 ふれあいの百合
介護老人保健施設  ●問い合わせ：（康心会本部）福田

職 員 採 用 説 明 会

● 会場・茅ヶ崎市茅ケ崎２－１－８　古谷ビル 1 階
　 予約・履歴書不要！お気軽にご参加ください！

 ①12月9日（土）②12月16 日（土）③1月6日（土）
10 時～ 11 時・14 時～ 15 時　※時間選択制

平成 30 年
４月

オープン

介護福祉士・
介護士

湘南モノレール

湘南町屋駅

ナーシングローズヴィラ鎌倉
☎ 0467-42-8666
〒 247-0065 鎌倉市上町屋７３３−１（総務課）小泉

介護付有料ホーム
湘南ふれあいの園

未経験・ブランクのある方も歓迎‼

● 有料老人ホームで入居者様への食事介
助、排泄介助などの仕事です。● 未経験
の方でも大歓迎です。基本から丁寧に指
導致します。● 夜勤のみの方大歓迎です。

① 介護福祉士 268,700 円 （夜勤含）
時給 1,300 円 ・（夜勤 1 回）20,000 円
② 介護士　    238,650 円 （夜勤含）
時給 1,200 円 ・（夜勤 1 回） 18,500 円
    〈月給例は、経験１０年〉　

正 非 茅ヶ崎駅介護福祉士・
介護士

① 介護福祉士　268,700 円（夜勤含）
　 時給 1,300 円・ （夜勤 1 回） 20,000 円
② 介護士　238,650 円（夜勤含）
　 時給 1,200 円 ・（夜勤 1 回） 18,500 円
    〈月給例は、経験１０年〉　

湘南ふれあいの園 湘南東部

あなたの優しさを待っています！

☎ 0467-57-6050
〒 253-0083 茅ヶ崎市西久保７４５ ● （総務課）　鈴木

① 未経験の方でも大歓迎です。
② 夜勤専従も募集しています。
③ グループ医療機関との連携で夜勤も安心。

介護付
有料ホーム

正 非
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チーム医療

「『
食
べ
て
は
だ
め
』
か
ら
『
食
べ
て
』
の
時
代
へ
」

　
　

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　
　
　
　
取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院

　

当
院
に
着
任
し
１
年
半
余

り
、
こ
の
夏
に
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

（
写
真
・
左
上
）。

　

医
者
、
管
理
栄
養
士
、
病
棟

と
外
来
の
看
護
師
、
検
査
技

師
、
透
析
部
門
、
薬
剤
師
、
事

務
部
門
が
各
々
の
専
門
性
を
生

か
し
、問
題
症
例
を
洗
い
出
し
、

指
導
を
促
し
、
そ
の
成
果
を
吟

味
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
の
指
標
ア
ル
ブ
ミ
ン

　

血
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
は
栄
養

の
指
標
と
し
て
有
用
で
す
。
４

（
ｇ
／
dL
）
前
後
な
ら
問
題
は

な
く
、３
．
５
程
度
で
要
注
意
、

３
が
危
険
。
３
以
下
が
栄
養
失

調
の
疑
い
。
３
以
下
で
胸
水
や

腹
水
が
あ
る
と
点
滴
な
ど
の
必

要
性
を
考
え
ま
す
。

　

高
齢
者
は
３
前
後
が
多
く
、

肺
炎
な
ど
を
発
症
す
る
と
２
．

３
な
ど
と
急
降
下
し
ま
す
。

　

高
齢
者
医
療
の
３
本
柱

　

在
宅
・
外
来（
救
急
を
含
む
）・

入
院
が
高
齢
者
診
療
に
あ
た
る

３
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

　
薬
・
栄
養
・
運
動
が
３
本
柱

　

高
齢
者
の
治
療
は
薬
・
栄
養
・

運
動（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
３
本
柱
で
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

高
齢
者
の
医
療
現
場
は
、
在

宅
（
訪
問
）・
通
院
・
入
院
の

３
つ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
で
３
本

柱
の
割
合
は
異
な
り
ま
す
。

　

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は

様
々
な
職
種
か
ら
な
り
、
栄
養

と
い
う
窓
を
通
し
て
３
現
場
で

の
診
療
に
関
与
し
ま
す
。

　

２
種
類
の
食
事
栄
養
指
導

　

か
つ
て
食
事
栄
養
指
導
の
光

景
は
以
下
の
よ
う
で
し
た
。
対

象
は
血
液
透
析
を
含
む
慢
性
腎

臓
病
患
者
さ
ん
、
糖
尿
病
患
者

さ
ん
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高

い
人
な
ど
。
み
な
さ
ん
食
欲
旺

盛
。
し
か
し
様
々
な
食
事
制
限

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、「
１
時
間
の
指

導
の
内
、
50
分
は
患
者
さ
ん
か

ら
話
を
聞
き
、
残
り
10
分
で
指

導
し
ま
す
」
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
日
で
は
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
増
え
、

食
事
制
限
を
す
る
疾
患
で
あ
っ

て
も
、「
食
べ
て
下
さ
い
」
と

促
す
栄
養
指
導
が
重
要
と
な
り

ま
し
た
。

　

抗
生
剤
以
外
に
栄
養
も
！

　

た
と
え
ば
、
高
齢
者
の
命
を

う
ば
っ
て
し
ま
う
代
表
的
な
病

気
は
肺
炎
で
す
。

　

こ
わ
い
原
因
は
肺
炎
球
菌
を

は
じ
め
と
す
る
細
菌
な
の
で
、

医
者
は
抗
生
剤
を
投
与
し
ま

す
。
し
か
し
、
細
菌
を
押
さ
え

る
体
力
・
免
疫
力
が
低
下
し
て

い
る
と
、
強
い
抗
生
剤
を
使
っ

て
も
効
き
ま
せ
ん
。
血
液
の
た

ん
ぱ
く
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
患
者
さ
ん
の
栄
養

状
態
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
の

で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
連
携

　

私
は
、
フ
レ
イ
ル
（
高
齢
者

の
体
力
低
下
）
や
サ
ル
コ
ペ

デ
ィ
ア
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
高

齢
者
の
筋
力
量
低
下
）
が
、
一

般
医
の
口
々
に
上
る
よ
り
も
十

数
年
早
く
、
栄
養

の
重
要
性
、
た
ん

ぱ
く
質
の
中
で
も

血
中
ア
ル
ブ
ミ
ン

値
測
定
の
重
要
性

を
訴
え
て
き
ま
し

た
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
多
職
種
か
ら
構
成
さ
れ
る

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
、
栄
養
と
い
う
側
面
に
着

目
し
高
齢
者
の
医
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
日
本
内

科
学
会
の
指
導
医
資
格
な
ど
を
持
つ
、
院
長
代
行
の

山
田
春
木
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

多
職
種
で
構
成
す
る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　

茅
ヶ
崎
駅
近
く
に
立
地
す
る

当
院
で
は
、
高
齢
者
と
若
年
者

が
混
在
し
た
患
者
構
成
で
す
。

高
齢
者
診
療
（
＝
治
療
）
の
３

本
柱
は
、投
薬
・
栄
養
（
管
理
）・

運
動(
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン)

で
あ
る
と
院
長
代
行
の
私

は
認
識
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て

良
い
治
療
環
境
を
維
持
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

お
薬
の
詳
細
は
今
回
述
べ
ま

せ
ん
が
、
栄
養
改
善
に
つ
な
が

る
カ
ル
ニ
チ
ン(

註
１)

な
ど

の
西
洋
薬
、
人
参
養
栄
湯
（
註

２
）
な
ど
の
漢
方
薬
を
駆
使
し

て
、「
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い

患
者
さ
ん
」
の
診
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

註
１　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る

細
胞
内
の
装
置
を
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
と
す
る
と
、
カ
ル
ニ
チ

ン
は
精
油
所
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を

運
ぶ
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
。
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
は
筋
肉
細
胞
に
多

量
に
含
ま
れ
、
カ
ル
ニ
チ
ン
欠

乏
は
サ
ル
コ
ペ
デ
ィ
ア
の
一
因

と
な
り
ま
す
。

　

註
２　

人
参
養
栄
湯
に
は
物

忘
れ
・
健
忘
症
に
予
防
効
果
の

あ
る
オ
ン
ジ
エ
キ
ス
も
入
っ
て

お
り
、
昨
今
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

■
茅
ケ
崎
中
央
病
院
☎

０
４
６
７
―
８
６
―
６
５
３
０

山田 春木　院長代行
( やまだ　はるき )
茅ケ崎中央病院

【総合診療科】

 医 師　症状の把握、栄養アセスメント（評価）、
　主治医の治療方針の確認など
 看護師 栄養アセスメント、病状観察、病棟 (外
　来 )における栄養管理手技の提案・指導など
 管理栄養士 対象患者のモニタリング、症例のア
セスメント、栄養療法の提案、情報提供、栄養指
導など
 薬剤師 薬学の知識に基づいた栄養療法の提案、
栄養薬剤の選択、適正使用法の指導など
 言語聴覚士 対象患者のモニタリング、摂食嚥下
機能の評価と提案、食形態の提案、摂食嚥下訓練
など
 事務職  栄養サポートに関する調査、ミーティ
ングの議事録作成・報告書の作成～配信など

栄養サポートチーム　各職種の役割

　

湘
南
ふ
れ
あ
い
学
園
で
は
、

平
成
30
年
２
月
開
講
の
「
介
護

福
祉
士
実
務
者
研
修
」
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

６
ヶ
月
間
の
通
信
教
育
で
、

通
学
は
９
日
間
の
み
で
す
。
痰

の
吸
引
や
経
管
栄
養
を
学
ぶ
医

療
ケ
ア
で
は
、
グ
ル
ー
プ
病
院

で
実
地
研
修
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
実
務
者
研
修
に
よ
る
国

家
試
験
受
験
資
格
取
得
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
の
国
家
試
験
に

向
け
て
の
フ
ォ
ロ
ー
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
医
療
福
祉
の
専
門

学
校
が
実
施
す
る
信
頼
性
の
高

い
研
修
で
す
。

　

同
学
園
は
「
働
き
な
が
ら
学

習
す
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
今
な
ら
早
割
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中
。
詳
細
は
、
湘

南
ふ
れ
あ
い
学
園
☎
０
４
６
７

―
８
４
―
０
５
７
６
へ
。

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

 

介
護
の
国
家
資
格
を
取
得
し
よ
う

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

（
茅
ヶ
崎
市
今
宿
３
９
０
）
で

11
月
15
日
㈬
、
看
護
学
生
一
人

ひ
と
り
が
理
想
と
す
る
看
護
師

像
を
宣
誓
す
る
式
典「
宣
誓
式
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
保
護
者

が
来
場
し
、
入
学
か
ら
約
半
年

間
の
学
習
を
経
て
成
長
し
た
学

生
た
ち
の
姿
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
看
護
師
を
目

指
す
学
生
が
初
め
て
の
病
院
実

習
に
挑
む
直
前
に
行
な
わ
れ
て

い
た
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ

る
儀
式
「
戴
帽
式
」
が
変
化
し

た
も
の
。

　

起
源
は
、
西
欧
で
修
道
女
が

イ
バ
ラ
の
冠
を
か
ぶ
り
、
一
生

を
神
に
仕
え
る
誓
い
を
立
て
た

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ

プ
を
か
ぶ
る
代
わ
り
に
、
今
ま

で
の
学
習
を
振
り
返
り
誓
い
を

立
て
る
儀
式
が
行
な

わ
れ
、
当
日
も
学
生

が
自
分
な
り
の
言
葉

で
宣
誓
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

こ
の
式
典
の
後
、

学
生
た
ち
は
本
格
的

な
看
護
実
習
「
基
礎

看
護
学
実
習
」
に
挑

み
ま
す
。

　

同
校
は
、「
各
々

が
描
い
た
理
想
の
看

護
師
像
に
近
づ
け
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も

支
援
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
取
材
協
力
／

茅
ヶ
崎
看
護
専
門

学
校
（
茅
ヶ
崎
市

今
宿
３
９
０
）
☎

０
４
６
７
―
８
６
―

６
０
１
１

「
宣
誓
式
」
を
開
催 

看
護
師
と
し
て
の
理
想
を
誓
う

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

入
試
直
前
！

試
験
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

湘
南
医
療
大
学

　

い
よ
い
よ
大
学
の
一
般
入

試
・
セ
ン
タ
ー
試
験
の
時
期
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
湘
南
医
療

大
学
で
は
、
受
験
生
応
援
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
12
月
17
日
㈰
「
入
試
対
策

演
習
講
座
（
プ
レ
入
試
）」
入

試
本
番
と
同
じ
様
な
予
想
問
題

演
習
と
、
解
説
が
聞
け
る
講
座

で
す
。
保
護
者
説
明
会
、
個
別

相
談
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

▼
12
月
26
日
㈫
『
入
試
直
前

対
策
説
明
会
』
一
般
入
試
、
セ

ン
タ
ー
試
験
の
対
策
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
の
説
明
会
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
平
日
個
別
相
談

会
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
開
催

時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
入
試
事

務
室
（
☎
０
４
５
―
８
２
１
―

０
１
１
５
）
ま
た
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

平成 30 年度生募集 入試のご案内
～看護・リハビリ・医療事務の
    スペシャリストになろう！～

湘南医療大学 茅ヶ崎看護
専 門 学 校

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

下田看護専門学校 医 療 ビ ジ ネ ス
観光情報専門学校

■試験科目

■出願期間

■試験日

☎ 045-821-0115 ☎ 0467-86-6011

☎ 0467-88-6611

☎ 0558-25-2211 ☎ 042-744-9711

1/4 (木 )~1/24 (水 )
1/31 ( 水 )

看護：面接、国、英、選択
リハビリ：面接、英、選択

一般入試（Ⅰ期）看護学科・
リハビリテーション学科

■試験科目

■出願期間

■試験日
12/11 ( 月 )~1/12 （金）

1/20 ( 土 )
基礎学力（計算・

AO入試（第２回）看護学科

長文読解）、グループワーク、面接

12/25 ( 月 )~1/10 ( 水 )
1/17 ( 水 )

小論文、面接

一般入試   理学療法学科
　　　　   作業療法学科

一般入試　  言語聴覚学科

■試験科目

■出願期間

■試験日
■試験科目

■出願期間

■試験日
12/25 ( 月 )~1/10 ( 水 )

1/17 ( 水 )

作文、面接

1/4 ( 木 )~1/16 ( 火 )
1/20 ( 土 )

国語総合、基礎学力
（計算）、作文、面接

一般入試（第 1回）
 　　　　　　　看護学科

■試験科目

■出願期間

■試験日
1/9 ( 火 )~2/28 ( 水 )

面接、学科試験ともに免除

指定校推薦 A・B（第Ⅱ期）
医療ビジネス学科・観光学科
■出願期間
■選考方法

＊面接を含む選考全てを在学
校校長に一任し、書類受理と
同時に入学許可となります

入試の詳細は、各校へお問い合わせください。学校説明会も開催中です。
医療・保 健・福祉・教育の「ふれあいグループ」学校法人湘南ふれあい学園

宣
誓
式
の
様
子

介護福祉士実務者研修
平成30年 2月 1日（木）～7月31日（火）
　　　　　         スクーリング全 9日間
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
（茅ケ崎駅から徒歩約 18 分）
30 名（申し込み先着順）
125,000 円（無資格・ヘルパー 3 級）
105,000 円（初任者研修修了者・ヘルパー２級）
30,000円（介護職員基礎研修修了者・ヘルパー1級）
1月31日（水）＊期間限定割引あり。要問合せ。

日程

場所
定員

受講料

申込〆

個
別
相
談
も
開
催
中

医学講座 12 月 18 日（月）
14：30 ～ 15：30（開場 14：00）
会場：湘南ふれあいの園 2 階ラウンジ

講師：茅ケ崎中央病院
　　　耳鼻咽頭科
　　　 渡邊 浩基 医師

家庭で役立つ耳鼻科の知識 10 選 ～耳、鼻、のどのセルフケアと生活習慣～

お問合せ ☎ 0467-86-6530（茅ケ崎中央病院　総務課）　

国道１号線

茅ヶ崎
市役所 茅ヶ崎中央病院

イトーヨーカドー

ヤマダ電機 ●

●

茅ヶ崎駅

北 口

イオンスタイル
湘南茅ヶ崎●

茅ヶ崎駅前

一理塚

茅ヶ崎市中央公園 湘南ふれあいの園

■ 交通のご案内　JR茅ケ崎駅北口より
　徒歩５分　茅ヶ崎市茅ヶ崎２−２−３

参加無料

　耳掃除はしない方がいい？ 喫煙すると家
族が中耳炎になる？　めまいには高い枕が
いい？　鼻血を出にくくする？　出たらど
うする？　口の乾燥が辛い時はどうする？
　乗り物酔いは防げる？ 　睡眠時無呼吸っ
て何が怖いの？ よい声を保つための生活習
慣とは？　などなど。身近なテーマで生活
に役立つ耳鼻科の知識をお話しします。
 ◇次回の予告
1 ／ 31「放射線検査であなたの病気はこう見える」
　　講師　放射線科　桑原高志　診療放射線技師

お問合せ ☎ 0467-53-4111（茅ケ崎新北陵病院　担当：香川）

茅ヶ崎駅

北
茅
ヶ
崎
駅

香
川
駅

寒 川 駅 茅ヶ崎新北陵病院

■ 交通のご案内
茅ケ崎駅北口または湘南台駅西口から
無料シャトルバス

参加無料

 ◇次回の予定
1/30（火）腰痛予防で快適な生活を～腰痛予防と治療
　　　　　  講師　整形外科　豊原益隆　医師

医学講座 12 月 16 日（土）
14：00 ～ 15：00 
会場：茅ケ崎新北陵病院 2 階 多目的室

講師：茅ケ崎新北陵病院
　　　 神経内科専門医　　  
　　　栗原 和男 医師 

神経内科って何ですか？ ～その歴史を踏まえて～
　神経内科は、脳やせき髄、神経、筋肉
の病気を診る内科です。身体を動かした
り、感じたりすることが上手にできない、
頭痛、しびれ、しゃべりにくい、ものが
二重に見える、力が入らない、ふらつく、
不随意運動、もの忘れ、意識障害、てん
かんなどの症状を診ています。

介護福祉士・介護士・薬剤助手
常勤ヘルパー・登録ヘルパー

正

① 介護福祉士　   時給 1,300 円
② 介護士　         時給 1,200 円
③ 薬剤助手　      時給   960 円
④ 常勤ヘルパー      207,900 円
⑤ 登録ヘルパー（訪問介護）
　　  （身体介護）時給 1,800 円〜
　　  （生活支援）時給 1,400 円〜

〈月給例は、経験１０年〉

医療法人社団

康 心 会 
☎ 0467-53-4111 茅ケ崎新北陵病院

茅ヶ崎駅
湘南台駅

　　★ 車通勤可（無料駐車場あり）　★ 無料送迎バスあり（茅ヶ崎駅・湘南台駅方面）
　　★ 学会・研修会参加制度あり（常勤）

〒 253-0007 茅ヶ崎市行谷 583-1
　　　　　　　●問い合わせ：（総務課）馬場

通所リハビリ・訪問介護　介護職員募集

非

 湘南健康管理センター
☎ 0467-86-6570
〒 253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎 2-2-3
　　　　　　 ●問い合わせ：（事務課 ) 三簾・中務

医療法人社団 康心会 

茅ヶ崎駅看護師・保健師・
臨床検査技師

① 看護師　　　 284,800 円
② 保健師　　　 284,800 円
② 臨床検査技師 260,700 円
　★ ブランクのある方で
も大歓迎 駐輪場無料
★ マイカー通勤可

（駐車場は自己契約・
自己負担）

茅ヶ崎駅北口より徒歩 5 分

正

 ふれあい北口ケアセンター
☎ 0467-57-1902
〒２５３-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎２−１−３８
　ソシエ弐番館１Ｆ ●問い合わせ：（管理者 ) 葛原

医療法人社団 康心会 

茅ヶ崎駅登録ヘルパー・
常勤ヘルパー

① 登録ヘルパー
　　（身体介護）１時間 1,800 円〜
　　（生活支援）１時間 1,400 円〜
● 移動費、定例会費、研修費、処遇改善費
② 常勤ヘルパー　※要相談
★ ヘルパー 2 級または介護初任者研修修
了者 , 介護福祉士（原則）

在宅生活のお手伝いを
一緒にしませんか

正 非伊 豆
稲取駅

康心会伊豆東部病院
〒 413-0411 静岡県賀茂郡東伊豆稲取 17-2
☎ 0557-95-1151

医療法人社団
康 心 会

（総務課） 友田・星野

地域に密着した病院です。
ブランクのある方も大歓迎します。

★ブランクのある方もお気軽にご連絡下さい。　
★車通勤可　★ 5 月新築オープンしました

正 非
看護師・准看護師・看護補助
PT/OT/ST・臨床検査技師

① 看護師          347,800 円 （夜勤含む）
② 准看護師       298,600 円 （夜勤含む）
③ 看護補助    時給 1,100 円
        （夜勤１回）17,000 円
④ 理学療法士    302,400 円
⑤ 作業療法士    302,400 円
⑥ 言語聴覚士    302,400 円
⑦ 臨床検査技師 260,700 円
    〈月給例は、経験１０年〉



4

健康生活お役立ち新聞
発行所　（有）エフ・アンド・ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678

2017年 12月

No.24
湘南版

生活習慣病の悪化

・不適切な食生活
・運動不足　 ・喫煙
・過度の飲酒 ・過度のストレス

・肥満症（とくに内臓脂肪型肥満）
・糖尿病  ・高血圧症  ・高脂血症
など

・虚血性心疾患 （心筋梗塞、狭心症など）
・脳卒中 （脳出血、脳梗塞など）
・糖尿病の合併症 （失明、壊疽、人工透析など）

・半身の麻痺
・日常生活に支障を来たす
・認知症       など

レベル１ 不健康な生活

レベル2 生活習慣病

レベル3 合併症の発症

レベル4 生活機能の低下や要介護

川口　忠彦　
( かわぐち　ただひこ )
ふれあい平塚ホスピタ
ル 【呼吸器科】

　
接
種
に
は
自
治
体
の
助
成
も

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に

は
、ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
。

予
防
接
種
は
接
種
２
週
間
後
よ

り
効
力
を
発
揮
し
、
約
５
か
月

持
続
し
ま
す
。
た
だ
し
、
予
防

接
種
の
ワ
ク
チ
ン
株
と
流
行
し

た
ウ
イ
ル
ス
株
が
異
な
る
こ
と

も
良
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、「
接
種
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患

し
た
」
と
い
う
事
も
し
ば
し
ば

お
こ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
予
防
接
種
を
し
な

か
っ
た
人
よ
り
症
状
が
軽
く
な

る
と
い
う
効
果
は
あ
る
の
で
、

遅
く
な
っ
て
も
予
防
接
種
を
し

ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
に
は
予
防

接
種
へ
の
助
成
も
あ
る
の
で
、

市
や
町
に
問
い
合
わ
せ
を
。
子

ど
も
の
接
種
に
も
助
成
す
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。

　
か
か
っ
た
な
、
と
思
っ
た
ら

　

流
行
す
る
季
節
に
は
、
人
混

み
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
、
外

出
後
の
う
が
い
や
手
洗
い
、
家

の
中
を
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う

に
、な
ど
の
自
衛
も
大
切
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

で
「
か
ぜ
」
の
症
状
が
あ
り
、

38
℃
を
こ
え
る
高
熱
が
出
た
時

は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患

し
た
（
か
か
っ
た
、
な
っ
た
）」

と
考
え
た
方
が
良
い
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
感
染
し
て
48
時
間
で
莫
大
な

数
に
増
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

薬
は
早
期

に
服
用
す

る
と
効
果

的
な
の
で

す
。
早
く

医
療
機
関

を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

予
防
の
た
め
に
は
接
種
を

高
熱
が
出
た
ら
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う 

気をつけ
たいこと

予防接種
万が一かかっても、症状を軽く
させることが期待できます

栄養と睡眠
充分にとり、体の抵抗力を低下
させない

人混みを避ける

手洗いやうがい
帰宅時には必ず。外出中もこ
まめに

湿度に注意
乾燥は気管支など呼吸器の抵
抗力を低くしてしまいます

避けられない時はマスクの着用を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
　
流
行
期
に
気
を
つ
け
た
い
こ
と

　「
栄
養
や
睡
眠
、
湿
度
に
気
配
り
を
」　
　

取
材
協
力
　
茅
ケ
崎
中
央
病
院

　
３
月
末
ま
で
要
注
意

　
「
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例

年
、
１
月
末
か
ら
２
月
初
旬
が

感
染
の
ピ
ー
ク
で
、
そ
の
前
後

４
週
間
が
流
行
期
間
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
12
月
末
か
ら
３

月
に
か
け
て
注
意
が
必
要
な
の

で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル

ス
で
感
染
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス

は
自
分
自
身
で
増
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
生
物
の
細
胞
内
に

入
っ
て
増
殖
し
ま
す
。
人
間
の

気
道
粘
膜
に
付
着
す
る
や
、
そ

の
細
胞
内
に
入
り
込
ん
で
、
す

ご
い
勢
い
で
数
が
増
え
ま
す
。

　

細
胞
内
で
増
え
た
ウ
イ
ル
ス

は
そ
の
細
胞
を
飛
び
出
し
、
他

の
細
胞
に
入
り
込
ん
で
更
に
数

を
増
や
し
、
短
時
間
に
物
す
ご

い
数
（
１
日
で
百
万
倍
）
と
な

り
ま
す
」

　
抵
抗
力
を
低
下
さ
せ
な
い

　
「
体
に
ウ
イ
ル
ス
の
数
が
増

え
ま
す
と
、症
状（
高
熱
、頭
痛
、

筋
肉
痛
、
咳
、
鼻
水
）
が
出
て
、

蔵田 英志　医師
( くらた　ひでし )
茅ケ崎中央病院

【総合診療科】

　

12
月
末
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
と
く
に
注
意
が
必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
。
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
か
、
日
本
胸
部
外
科
学
会
の
指
導
医
資
格

な
ど
を
持
つ
、
茅
ケ
崎
中
央
病
院
の
蔵
田
英
志
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

他
人
に
も
感
染
さ
せ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
基

本
は
、
体
の
抵
抗
力
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
に
、栄
養
を
つ
け
、

睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
加
湿
器
な
ど
を
利

用
し
て
湿
度
を

50
～
60
％
に
保

ち
、
こ
ま
め
な

手
洗
い
と
マ
ス

ク
着
用
も
大
切

な
こ
と
で
す
」。

茅ケ崎中央病院
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3
☎0467-86-6530

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
な
ど

 

患
者
数
が
増
え
続
け
る
生
活
習
慣
病

　

生
活
習
慣
病
は
、
偏
っ
た
食
事
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
、
過
度
の
ス

ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
。
代
表
的
な
も
の
は
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
な
ど
で
す
。
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
か
つ
て
は
成
人
病
と
呼
ぶ

　

生
活
習
慣
病
と
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
生
活
習
慣
が
原
因

で
発
症
す
る
疾
患
の
こ
と
。
か

つ
て
は
、加
齢
と
と
も
に
発
症
・

進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

た
め
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の

生
活
習
慣
が
基
盤
と
な
っ
て
発

症
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た

め
、「
生
活
習
慣
病
」
と
改
め

ら
れ
ま
し
た
。発
症
の
原
因
は
、

偏
っ
た
食
事
、
運
動
不
足
、
喫

煙
、
過
度
の
飲
酒
、
過
度
の
ス

ト
レ
ス
な
ど
で
、
好
ま
し
く
な

い
習
慣
や
環
境
が
重
な
る
と
発

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
健
康
診
断
で
早
期
発
見
を

　

生
活
習
慣
病
に
は
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
な
ど
が

あ
り
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
気
づ
か
な
い
う
ち
に

進
行
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

な
ど
命
に
関
わ
る
恐
ろ
し
い
疾

患
に
発
展
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
活
習

慣
病
は「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
糖
尿
病
の

患
者
数
を
１
千
万
人
、
予
備
軍

を
含
め
る
と
２
千
万
人
と
推

計
（『
平
成
28
年 

国
民
健
康
・

栄
養
調
査
』）。
ま
た
、
高
血
圧

症
は
約
４
３
０
０
万
人
（
日
本

高
血
圧
学
会
・
２
０
１
４
年
）、

高
脂
血
症
は
２
０
６
万
人
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働

省
『
平
成
26
年
患
者
調
査
の
概

況
』）。こ
れ
ら
の
推
定
か
ら「
中

高
年
の
多
く
は
何
か
生
活
習
慣

病
を
持
っ
て
い
る
」
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
健
診
を
活
用
し
早
期

発
見
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
覚
症
状
に
乏
し
い
生
活
習
慣
病
は
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
で
早

期
発
見
が
期
待
で
き
ま
す
。
呼
吸
器
の
病
気
や
公
衆
衛
生
、
健
康
増
進
を
専
門
と
す

る
、
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
川
口
忠
彦
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
健
康
」
を
見
直
そ
う

　「
生
活
習
慣
病
は
日
々
の
食

生
活
や
生
活
習
慣
が
き
っ
か
け

と
な
り
発
症
し
、
自
覚
症
状
に

乏
し
い
も
の
も
多
く
、
健
診
や

人
間
ド
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
生

活
習
慣
病
が
原
因
で
将
来
重
大

な
健
康
障
害
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
と

早
期
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
、『
ご
自
身
の
健

康
』
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な

り
、
予
防
に
も
な
り
ま
す
」

　

血
管
年
齢
を
知
ろ
う

　
「
当
院
で
は
、
血
液
検
査
や

尿
検
査
と
い
っ
た
基
本
項
目
検

査
に
加
え
、
オ
プ
シ
ョ
ン
（
自

費
）
検
査
も
お
待
た
せ
す
る
こ

と
な
く
迅
速
に
行
な
い
ま
す
。

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
一
つ
に

『
動
脈
硬
化
検
査
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
）』

が
あ
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
あ

ま
り
自
覚
症
状
が
な
く
、
放
置

す
る
と
脳
出
血
・
脳
梗
塞
・
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
・
全
身
血
管

障
害
（
閉
塞
性
動
脈
硬
化
、他
）

な
ど
、
死
亡
率
の
高
い
病
気
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
期
発

見
が
重
要
で
す
。
こ
の
Ａ
Ｂ
Ｉ

は
、
わ
ず
か
５
分
程
度
で
血
管

年
齢
を
調
べ
ら
れ
ま
す
。
血
管

年
齢
を
知
る
こ
と
で
生
活
習
慣

の
改
善
の
き
っ
か
け
と
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
あ
わ

せ
て
、
首
の
部
分
に
電
子
測
定

器
（
プ
ロ
ー
ブ
）
を
あ
て
る
だ

け
で
動
脈
硬
化
を
推
定
で
き
る

頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
も
お
勧
め

し
ま
す
。

　

当
院
は
『
平
塚
市
こ
く
ほ
の

健
診
』
の
実
施
医
療
機
関
に
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。
定
期
検
診

や
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
健
康
状

態
を
把
握
し
、
異
常
が
あ
れ
ば

迅
速
に
精
密
検
査
を
実
施
し
、

早
期
の
診
断
と
治
療
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気

軽
に
定
期
検
診
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
」。

生
活
習
慣
病
の
悪
化
を
防
ぐ
に
は

　
　
定
期
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　

医学講座 12 月 20 日（水）
13：30 ～ 15：00
会場：ふれあい平塚ホスピタル 5 階会議室

あなたの骨は大丈夫？ ～骨粗しょう症について知ろう！～
平　塚　駅

南 口 
バスターミナル

JR東海道線 茅ヶ崎➡⬅小田原

国道134号線

JA●

ハローワーク●

湘
南
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

ふれあい平塚
ホスピタル

■ 交通のご案内
JR平塚駅南口より徒歩15分
または神奈中バス14・15・16系統で３分

お問合せ ☎ 0463-22-4105（ふれあい平塚ホスピタル　総務課）

講師：ふれあい平塚ホスピタル
　　   整形外科

　　  石渡 義和 医師

参加無料

　「骨粗しょう症」とは、骨の量が減少
したり、骨の質が劣化したりして骨が弱
くなり、骨折しやすくなる病気です。整
形外科専門医の石渡医師が「骨粗しょう
症」について、わかりやすくお話ししま
す。講座終了後には、病院長との懇話会
も開催いたします。また、病院見学会も
受付いたします。
 ◇次回の予告
　1/25　講師　副院長　兼坂　茂　医師
　「快眠のツボ～ もう睡眠薬に頼らない～」

医学講座 12 月 18 日（月）
14：00 ～ 15：00 
会場：湘南さくら病院 １階 作業療法室

脳トレで認知症予防！ ～効果的な「二重課題」の体験～
　「二重課題」とは体と脳の双方を刺
激することで、認知症予防に有効とさ
れています。今回の医学講座では、ご
自宅でお一人で無理なく続けられる認
知症予防の「二重課題」について、簡
単な講義の後に、実際に体験していた
だきます。

茅ヶ崎駅

北
茅
ヶ
崎
駅

香
川
駅

寒 川 駅

文教大学

湘南さくら病院

■ 交通のご案内
茅ケ崎駅または湘南台駅から神奈中バス

「文教大学」行き終点下車で徒歩８分 

お問合せ ☎ 0467-54-2255（湘南さくら病院　総務課）

 ◇次回の予告
　　1/29（月）開催予定です

講師：湘南さくら病院
　　　 リハビリテーション科
　　　 嶋木  貴章 作業療法士 

参加無料

平塚市袖ヶ浜1-12

☎0463-22-4105

ふれあい平塚
ホスピタル

正 平塚駅

ふれあい平塚ホスピタル

① 看護師　　 347,800 円（夜勤含）/ 時給 1,500 円〜・（夜勤 1 回） 24,000 円〜 
② 准看護師　 298,600 円（夜勤含）/ 時給 1,200 円〜・（夜勤 1 回） 20,000 円〜 
③ 介護福祉士 247,700 円（夜勤含）/ 時給 1,200 円　・ （夜勤 1 回） 18,500 円
④ 看護補助　 225,900 円（夜勤含）/ 時給 1,100 円　 ・（夜勤 1 回） 17,000 円
⑤ 理学療法士 302,400 円　 ⑥ 作業療法士 　　302,400 円　
⑦ 言語聴覚士 302,400 円　 ⑧ ケアマネジャ　 270,100 円
⑨ サービス提供責任者 245,500 円　　        〈月給例は、経験１０年〉

　　　         　★ ブランクのある方でもご応募下さい！ ★

☎ 0463-22-4105
〒 254-0821　平塚市袖ケ浜 1-12
　　　　　　　　　●問い合わせ：（総務課）盛

ブランクのある方でもご応募下さい！

医療法人社団

健 齢 会  

正 非 看護師・准看護師・介護福祉士・看護補助・PT/OT/ST・ケアマネジャー・サービス提供責任者

☎ 0467-86-6530
茅ケ崎中央病院 〒 253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎 2-2-3

●問い合わせ：（看護）長住・（MSW）田中（医事）井上

茅ヶ崎駅正 非 看護師・MSW・医療事務

新病院建設中 駅近５分 働きやすい職場
① 看護師        347,800 円（夜勤含）
 　　　        時給 1,500 円〜
 　 （夜勤 1 回） 24,000 円〜
② MSW（医療相談援助職）249,500 円
③ 医療事務     時給 960 円　
　 〈月給例は、経験１０年〉

　★（MSW）部門内の教育制度あり。働きやすい職場です。
　★（看護師）病院見学を随時。お気軽にお電話下さい‼
　★（医事課）経験者歓迎！お気軽にご相談を。

医療法人社団 康心会 


